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2023年 3月 10日 

各 位 

株式会社オールアバウト 

代表取締役社長 江幡 哲也 

(コード番号：2454 東証スタンダード) 

問い合わせ先 取締役 森田 恭弘  

電話 03-6362-1300 

 

2023年 3月期第 3四半期決算に関する質疑応答（要旨） 

 

2023年 2月 9日に発表した 2023年 3月期第 3四半期決算発表後に、株主・投資家の皆さ
まからいただいた主なお問い合わせやご質問とその回答について、下記の通り開示いたし
ます。 
なお、回答内容については時点のずれによって多少の齟齬が生じる可能性がありますが、

直近の回答内容を最新の当社方針としております。 

 

 

Q1： 業績予想を下方修正したがその背景は？ 
A1： マーケティングソリューションセグメントについては、メディアのセッション

数は堅調な推移が続く見通しも、期末にかけての広告需要の不透明さや、
PrimeAdの収益化の進捗遅れなどの要因がある。また、コンシューマサービスセ
グメントにおける、行動制限緩和や物価上昇など消費マインド低迷による売上
伸び悩み、物流費の上昇による粗利率低下等による影響も考慮し、通期の業績予
想を下方修正した。 

  
Q2： 2023 年 3 月期第 3 四半期 決算説明資料の 19 ページについて、セッション数と

広告単価の状況と今後の見通しは？ 
A2： セッション数※は、優良コンテンツの強化などの施策が奏功し、検索流入の堅調

な推移や参照流入などの検索以外による流入の増加により、前期比で約 1.4 倍
の伸びとなった。また、下落が続いていた広告単価は、高単価領域の流入が増え
たことで当第 1四半期以降は改善基調で推移している。 
年明け以降も、セッション数は堅調に推移しており、この傾向を堅持する見通
し。一方広告単価については、現状の市場動向に比べると戻り基調ではあるもの
の、若干弱含みでの推移を想定している。 
※セッション数：特定の期間に Web サイトに訪問したユーザーの訪問回数のこと 

  
Q3： PrimeAdの進捗は？ 
A3： 当上期段階で主要な代理店およびメディアとの連携をほぼ完了し、サービス拡

大フェーズとして事業展開を推進中。進捗として、2022年 11月 28日に PrimeAd 
BMPの認定代理店制度を開始、さらに 2023年 1月 11日には記事型タイアップに
おける標準化を図る取り組みの一環として、タイアップ広告の保証形態を「PV
保証」に統一可能とする施策の実施メディア毎の施策のレポートを標準化する
「PrimeAd Report」を 2023 年 2 月 7 日より開始した。今後も標準化に向けた
様々な取り組みを進めることで、タイアップ広告業務にかかわる業務の DX化を
進め、コンテンツマーケティングの市場拡大につなげていきたい。 
 
▼こちらのプレスリリースもあわせてご覧ください 
広告会社・代理店と提携メディアのビジネスマッチングプラットフォーム PrimeAd 
BMP 認定代理店制度を開始 
PrimeAd BMP 広告代理店が募集するメディアプランを「PV 保証」で統一可能に 

https://corp.allabout.co.jp/files/2023/02/d50a411501166976fe96af3241f4e688.pdf
https://corp.allabout.co.jp/files/2022/11/9e6fdfd9c7c7796cbfcf06af3a983399.pdf
https://corp.allabout.co.jp/files/2022/11/9e6fdfd9c7c7796cbfcf06af3a983399.pdf
https://corp.allabout.co.jp/files/2023/01/04c81995154f609eb9d21b64d6c812ae.pdf
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Q4： 最近 AIチャットの話題が増えているが、情報メディアにとってどんな影響が想
定されるのか？ 

A4： この点はユーザーの検索意図次第でとらえ方も変わってくると考えている。例
えば、検索意図が特定の一次情報の取得をメインとする場合、今後 AIチャット
の精度が向上するにつれて代替可能なケースが増えることで、このような情報
提供を中心とするメディアにとっては厳しい環境となる可能性はある。一方で、
欲しい回答が定まっていないような不特定の情報収集をメインとする場合な
ど、AI では解決し得ない領域はまだ多く残っており、当社のように専門家と協
力しながらユーザーの課題解決に役立つ様々な情報を提供するメディアの意義
はより高まってくると考えている。 

  
Q5： ドコモ経済圏の拡大について進捗状況は？ 
A5： Eコマース・キャッシュ決済市場の伸長を背景に、ドコモ経済圏との連携強化に

注力している。足元の進捗としては、2022年 10月にｄショッピング内にふるさ
と納税ポータルサイト「ｄショッピング ふるさと納税百選」の取扱を開始。12
月末時点で 7億円を超える取扱高となり、好調なスタートとなった。また、ｄ払
いミニアプリ内のショッピングコーナーにおける加盟店誘致の取り組みも 2023
年 1 月より開始している。こちらはｄ払いミニアプリ内ショッピングコーナー
にメーカーや通販事業者、小売事業者などの出店・EC化支援を行う取り組みで、
今後加盟店を拡大させ事業規模の拡大を図る方針。 

 

 

以上 

 

 本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、現時点における情報に基づき当社が判断したものであ

り、マクロ環境や業界動向等により変動することがございます。従いまして、実際の業績等が、本資料

に記載されている将来の見通しに関する記述と異なるリスクや不確実性がありますことをご了承くだ

さい。 

 これらリスクや不確実性には、⼀般的な業界並びに市場の状況、⾦利、通貨為替変動等、⼀般的な国内

及び国際的な経済状況が含まれます。 

 投資判断を行う際は、必ず当社が開⽰している資料をご覧いただいた上で、投資家ご⾃⾝の判断におい

て⾏っていただきますよう、お願いいたします。 

 

株式会社オールアバウト 

企業サイト https://corp.allabout.co.jp 

IR情報 https://corp.allabout.co.jp/ir/ 

2023年 3月期第 3四半期決算説明動画はこちら 

2023年 3月期第 3四半期決算説明の書き起こしはこちら 

IR 情報▶ 

https://corp.allabout.co.jp/
https://corp.allabout.co.jp/ir/
https://www.youtube.com/watch?v=8fWMxuslRWA
https://about.allabout.co.jp/koto/230209_01

